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Ⅰ 選択的評価事項に係る評価結果 

 

呉工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ａ 研究活動

の状況」において、目的の達成状況が良好である。 

 

 

呉工業高等専門学校は、大学評価・学位授与機構が定める「選択的評価事項Ｂ 正規課程

の学生以外に対する教育サービスの状況」において、目的の達成状況が良好である。 
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Ⅱ 選択的評価事項ごとの評価 

 

【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ａ－１－① 高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、機能しているか。 

当校は実践的な技術者を育成する高等教育機関として、「教育内容を技術の進歩や社会の要請に即応さ

せるための研究を行い、研究の成果を教育に還元すること」、「地域社会と連携して企業等との共同研究を

行い、社会貢献を図る」を研究活動の目的としている。 

これらの目的を達成するため、協働研究センター長（副校長（総務企画）兼務）を配置し、国立高等専

門学校機構中期計画に、当校独自の内容を加えて中期計画及び年度計画を定め、実行している。具体的な

研究活動の目的及び方針は、以下のように当校の第２期中期計画に定められている。 

１．副校長（総務企画）のもとで、科学研究費補助金獲得の支援を行うとともに、研究力強化に資する

競争的資金公募事業へ計画的に応募する。 

２．教員・学生に対する知的財産教育を推進する。 

３．研究成果を社会に積極的に発信する。 

 中期計画「１．副校長（総務企画）のもとで、科学研究費補助金獲得の支援を行うとともに、研究力強

化に資する競争的資金公募事業へ計画的に応募する。」を達成するため、年度計画においては「科学研究費

補助金等の外部資金獲得に向けたガイダンスの実施」、「研究活動の点検」を行うこととしている。 

積極的に科学研究費補助金等の外部研究資金、寄附金等、多様な収入の方策を検討し、自己収入の増加

を図るために、教員に対して、科学研究費補助金説明会・ガイダンスを実施している。また、「研究活動の

点検」を行うため、『呉工業高等専門学校研究報告』の発刊を通じて、毎年度当校教職員による研究業績一

覧を作成し、教員個人の研究論文数や学会発表数等を確認している。 

なお、教育・研究実績を考慮した教育研究経費予算の傾斜配分を実施するため、教育研究基盤校費に関

する基礎調査を行い、教員の研究活動内容を自己点検している。過去３年間の教育・研究実績ポイントに

より、実績重点配分経費を配分しているが、研究に関する項目として、論文等の発表件数をポイント化し、

特に査読付き論文や著書の配分ポイントを高くし、発表件数の増加を促すような仕組みにしている。さら

に、科学研究費補助金等の申請を促すため、申請者にはポイントを加えることとしている。 

中期計画「２．教員・学生に対する知的財産教育を推進する。」を達成するために、年度計画では「学

内知財教育の推進」、「特許出願の推進」を行うこととしている。学内知財教育を推進する役割は協働研究

センターが担っており、平成22年度には、教職員を対象にした知的財産権セミナーとして「特許電子図書

検索セミナー」、「パテントマップ演習」を企画、実施している。また、平成23年度から学内における特許

出願マニュアルの構築について検討を始めている。 

中期計画「３．研究成果を社会に積極的に発信する。」を達成するため、年度計画では「全国高専テク

ノフォーラムや各種新技術説明会等での研究成果の発信」、「研究成果を発表する各種機会への出展、技術

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

Ａ－１ 高等専門学校の目的に照らして、必要な研究体制及び支援体制が整備され、機能しており、研

究の目的に沿った活動の成果が上がっていること。 
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マッチングシステム、産学官連携コーディネーター等を活用した共同研究・受託研究の促進」、「技術移転

の推進」を行うこととしている。 

平成 20 年度から毎年、中国地区高専テクノマ－ケット及び全国高専テクノフォーラムにポスターの出

展を行うだけでなく、当校シーズ発信に関する広報活動の在り方を検討しつつ、各種シーズ発表会にも積

極的に参加している。 

また、平成 21 年度以降は、外部資金獲得及び産学連携を強化するため、地域連携コーディネーターを

雇用し、産学連携コーディネーター情報交換会、知的財産に関する講習会への参加と、ひろしま産業振興

機構、中国経済産業局、呉信用金庫、くれ産業振興センター、広島大学関係部門、ＪＳＴ（科学技術振興

機構）イノベーションプラザ広島、東広島コラボスクエア等への訪問を行っている。このように、当校教

員の地域企業への派遣等を実施し、より身近な「呉高専」のアピールを行っている。 

 企業等との共同研究及び交流を通じて、当校の教育・研究の発展に寄与するとともに、地域社会におけ

る産業技術の振興及び発展に寄与することを目的として、平成９年１月に「地域共同技術・教育センター」

を設置、平成12年４月にこれを「地域共同テクノセンター」に改組して、公開講座や公開講演会等を実施

し、産学官連携の推進を通じて、当校のアクティビティを発信してきている。 

さらに平成 21 年４月、これまで以上の飛躍を目指して組織改革を行い、地域共同テクノセンター業務

を拡充し、産学官連携及び地域連携活動を通じて、当校の教育・研究を推進し、産業技術の振興及び地域

社会の発展に一層の貢献を行うことを目的として、「協働研究センター」を発足させている。 

 協働研究センターでは、『研究シーズ集』を毎年度発行し、近隣の企業等に配布し教員の研究分野、研究

課題、研究実績等についてＰＲしている。また、地域企業等からの科学技術相談あるいは、共同研究の要

望に対応できるように、一般科目系、機械系、電気情報系、環境都市系、建築系の分野において、合計54

の研究部門を設けている。 

当校の知的財産の学術研究成果の社会的活用を図るとともに、学術研究の振興に資することを目的とし

て、知的財産権取扱規則が制定されており、知的財産委員会において、知的財産に係る権利の帰属等に関

する審議を行っている。なお、当校は、広島大学や呉市、呉市教育委員会等との連携協定を結んでおり、

産学官交流、産業活性化事業、教育文化交流、教育研究活動、各種情報の相互提供及び広報に関し連携協

力を行っている。 

 当校は、地域にある８つの高等教育機関と呉市、坂町が連携した「呉地域オープンカレッジネットワー

ク会議」に加盟しており、教職員、学生が参加し、地域の文化・教育・産業の振興等の発展に寄与してい

る。主な活動としては、公開講座の開催、地域活性化研究の実施（助成金交付）、まちづくり講座（くれ塾）

の実施等がある。 

 技術職員の組織として、技術センターが置かれており、教育活動における支援とともに、教員の研究活

動における技術支援を行っている。具体的には、卒業研究や特別研究に必要な実験用機材等を実習工場に

おいて作成するなどの工作物依頼及び業務依頼等が頻繁に行われている。 

これらのことから、高等専門学校の研究の目的に照らして、研究体制及び支援体制が適切に整備され、

機能していると判断する。 

 

Ａ－１－② 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

「１．副校長（総務企画）のもとで、科学研究費補助金獲得の支援を行うとともに、研究力強化に資す

る競争的資金公募事業へ計画的に応募する。」という中期計画達成のため、「科学研究費補助金等の外部資

金獲得に向けたガイダンスの実施」、「研究活動の点検」を行うこととしている。 
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過去３年間の科学研究費補助金（職員の受入を除く）の受入状況は、平成 22 年度の科学研究費補助金

申請43件に対して採択11件、受入金額16,120千円、平成23年度申請40件に対して採択８件、受入金額

7,800千円、平成24年度申請35件に対して採択11件、受入金額15,900千円となっている。年度により

増減があるが、全国の高等専門学校全体と比べて平均的な採択件数となっている。 

寄附金については、一般の寄附金と各種助成金の採択による受入が含まれている。平成 22 年度におけ

る寄附金の受入は10件、4,680千円、平成23年度の受入15件、8,080千円、平成24年度の受入11件、

6,860千円となっている。 

当校教員の研究活動の過去５年間の研究成果をみると、プロシーディングスは年平均32報、高専教育・

紀要は年平均13報、査読付き論文・著書は年平均34報、学会発表は年平均120報となっており、専任教

員１人当たりのプロシーディングス、査読付き論文・著書の件数はほぼ毎年１件、学会発表はほぼ２件と

なって、継続的な研究活動が行われている。各年度における教員の研究成果の詳細は、『呉工業高等専門学

校研究報告』の巻末に、教員の研究業績一覧として掲載されている。 

「２．教員・学生に対する知的財産教育を推進する。」という中期計画達成のため、「学内知財教育の推

進」、「特許出願の推進」を行うこととしている。 

教員の発明に関しては、平成23年度と24年度に各１件特許出願を行っている。学内における特許出願

マニュアルの早期構築が必要であるため、平成22年度から学内における特許出願マニュアルの構築につい

て検討をはじめ、平成25年度に特許出願フロー案を作成している。 

「３．研究成果を社会に積極的に発信する。」という中期計画の達成のため、「全国高専テクノフォーラ

ムや各種新技術説明会等での研究成果の発信」、「研究成果を発表する各種機会への出展、技術マッチング

システム、産学官連携コーディネーター等を活用した共同研究・受託研究の促進」、「技術移転の推進」を

行うこととしている。 

 企業等との共同研究・受託研究の過去３年間の件数は、平成22年度は共同研究４件、受託研究１件、平

成23年度は共同研究６件、受託研究２件、平成24年度は共同研究７件、受託研究２件となっている。研

究内容及び研究成果の概要は、各年度の『協働研究センター年報』に掲載されている。共同研究等の相手

先には地域の中小企業等も含まれており、地域に密着した研究活動により、地域社会に貢献している。 

地域産業界と連携し、技術移転後に商品化した例として、「超音波メガネ」がある。平成17年５月に当

校発のベンチャー企業を立ち上げ、平成19年12月から当校と共同研究「超音波を用いた歩行支援機器の

開発に関する基礎的研究」を開始した。商品化の際には複数の企業と連携して開発コンソーシアムを設立

し、２つのタイプの開発に同時に取り組んでいる。平成 22 年３月には眼鏡型支援機器を完成させ、平成

23年９月にはイヤホン型支援機器を完成させている。眼鏡型支援機器は「超音波メガネ」としてメディア

に取り上げられるなど、成果を上げている。 

 これらのことから、研究の目的に沿った活動の成果が上げられていると判断する。 

 

Ａ－１－③  研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、機能しているか。 

研究活動等の実施状況や問題点の把握については、協働研究センターが研究業績一覧の提出を教職員に

求めている。提出されたデータを取りまとめ、運営顧問会議において外部委員へ説明した内容をもとに、

教員会で教員の研究実績並びに外部資金獲得実績の推移と他の高等専門学校との比較などを示し、教員に

大幅な改善を求めている。このことにより、徐々にではあるが実績が上がり始めている。 

平成 21 年４月、産学官連携及び地域連携活動を通じて、当校の教育・研究を推進するとともに、産業

技術の振興及び地域社会の発展に、一層の貢献を行うことを目的として、「協働研究センター」を発足させ、
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以下の事業を実施している。 

１. 外部機関との共同研究及び受託研究の推進 

２. 外部機関に対する技術教育及び研究指導 

３. 外部機関への科学技術情報の提供及び科学技術相談の実施 

４. 地域社会との学術研究交流 

５. 学内における知的財産の創出、権利化及び維持・管理 

６. 知的財産教育を含む実践的な技術教育や研究指導の実施 

地域連携教育及び学術の進展に即応するために必要な研究、その他研究環境の整備に関することを掌理

するため、協働研究センター長、各学科の教員５人及びコーディネーターにより組織された委員会におい

て、地域連携教育、研究環境の整備、研究活動の支援等に関する事項を協議している。 

 産学官連携による教育研究を推進するとともに、本校学生の教育改善の一環として、学生が地域の企業

等が抱えている現実的な技術的課題等に取り組む「地域ニーズに対応した卒業研究テーマ」を募集し、卒

業研究で実施している。平成23年度は、協働研究センターで議論、マッチング面談を経て応募があった中

から６件を採択し、研究を行っている。 

これらのことから、研究活動等の実施状況や問題点を把握し、改善を図っていくための体制が整備され、

機能していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 
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【評価結果】 

目的の達成状況が良好である。 

 

（評価結果の根拠・理由） 

Ｂ－１－① 高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外に対する教育サービスが

計画的に実施されているか。 

当校は、地域社会貢献、地域密着を進めるため、教育・研究の成果を地域社会に還元することを推進し、

常に地域に根ざした高等教育機関であることを目指している。具体的には、以下のような教育サービスの

推進を「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的としている。 

１．他教育機関等と連携して高専教育及び理工系分野の魅力を社会に発信する。 

２．公開講座、研究関連講演会及び他団体企画の本校教員担当公開講座等を計画的に推進する。 

３．「アガデミア」等を活用し、地域理科教育連携事業等を行う。 

４．地域課題解決に資する活動を行う。 

 以上の目的と関連して、当校の第２期中期計画における教育に関する事項では、優秀な入学者を確保す

る方策の一つとして、「他教育機関等と連携して高専教育及び理工系分野の魅力を社会に発信する。」を掲

げており、また、中期計画における地域社会との連携、国際交流等に関する事項では、「公開講座、研究関

連講演会及び他団体企画の本校教員担当公開講座等を計画的に推進する。」、「「アガデミア」等を活用し、

地域理科教育連携事業等を行う。」、「地域課題解決に資する活動を行う。」の３つの計画が掲げられている。

これらの活動の実施状況は以下の通りである。 

（ａ）社会への発信 

 他教育機関等と連携して高専教育及び理工系分野の魅力を社会に発信する活動としては、呉市海事歴史

科学館（大和ミュージアム）と連携して、休日イベントを継続的に実施しているほか、地域企業の協賛の

もと、高専祭期間中に「びっくりワクワクサイエンスショー」を実施している。さらに、米子工業高等専

門学校、広島商船高等専門学校と連携し、福山市において「おもしろ科学体験フェスティバル」を実施し

ている。 

（ｂ）公開講座等 

 平成24年度における当校が主催する公開講座は、呉高専市民セミナー等を年間18件実施している。公

開講座については、各分野において年間２件（合計12件）程度実施することを目標として計画的に企画・

立案し実施している。平成21年度からは、協働研究センター委員会において公開講座等についての協議や

承認を行っている。学校見学会では、オープンキャンパスとして、おもしろ体験科学教室等が実施されて

いる。 

 当校が主催する公開講座以外にも、呉市主催の市民科学技術セミナー、呉地域オープンカレッジネット

ワーク会議主催の公開講座等を実施している。さらに、呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）等が企

画する公開講座等に参加、協力を行っている。 

（ｃ）出前授業・おもしろ科学体験フェスティバル等 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

Ｂ－１ 高等専門学校の目的に照らして、正規課程の学生以外に対する教育サービスが適切に行われ、

成果を上げていること。 
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 当校教職員による出前授業・おもしろ科学体験フェスティバル等について、平成24年度には出前授業４

件、おもしろ科学体験フェスティバル３件、その他４件の呉地域等関連行事を実施している。出前授業・

おもしろ科学体験フェスティバル等は、当校への入学者を確保するための方策の一つであるが、ものづく

りを通して当校の魅力を地域に発信する機会となっている。特に出前授業は、中学生に工業高等専門学校

の教育・研究内容をわかりやすく伝えるために、体験型の授業を中心に行っている。 

（ｄ）地域連携の実施状況 

 平成12年度から阿賀小学校へ出向き、同校のパソコンクラブの指導を専攻科学生が中心となって、ボラ

ンティア活動として実施してきた。平成24年度からは、呉市教育委員会の要請で、呉市内の小中学校にパ

ソコンの実技講習やウェブサイトの更新支援を実施している。 

 近隣の学校等（阿賀小学校、阿賀中学校、呉市立呉高等学校、広島文化学園大学、阿賀自治会）と教育

連携を行うため、平成17年１月に「阿賀学園地域教育連携協議会（アガデミア）」を立ち上げ、活動を始

めている。 

各種協議会に教職員を委員として派遣するだけではなく、これらの主催するイベントに講師として派遣

するなど、地域連携に貢献している。 

（ｅ）施設の外部への開放 

  ① 図書館の開放 

図書館を地域に開放している。 

② その他の施設の開放 

呉市教育委員会が毎年度実施している、呉市内の中学生が地域の企業などに出向き、１週間の社

会体験学習を行う「呉市キャリアスタートウィーク」について、当校でも近隣中学校の生徒を受け

入れて実施している。 

これらのことから、高等専門学校の教育サービスの目的に照らして、公開講座等の正規課程の学生以外

に対する教育サービスが計画的に実施されていると判断する。 

 

Ｂ－１－② サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっているか。また、改善のためのシステ

ムがあり、機能しているか。 

当校主催の公開講座については、受講者の満足度アンケート調査を実施している。「満足回答者数」の

算出については、５及び４段階評価の場合は上位２つ、３段階評価の場合は上位１つの回答を「満足」と

カウントしている。平成24年度の満足度アンケート調査結果から、各公開講座の満足度平均値は、96.1％

となっており、国立高等専門学校機構の中期計画にある７割以上から評価されるという目標と比較しても

非常に高い評価が得られている。 

また、出前授業、おもしろ科学体験フェスティバル、各種の地域連携活動において好評を得ており、継

続しての実施が望まれている。 

さらに、施設開放の教育サービスでは、３Ｄプリンターに関する研究室訪問企業から、技術指導や共同

研究に対する希望が寄せられている。 

なお、自己点検・評価結果を受けての改善ではないものの、自発的に改善の取組を次のように行ってい

る。 

・公開講座に関しては、学内全体で地域に根差した活動について議論をし、従来、電気情報工学科主導

で実施している連続講座「エジソンスクール」のほかに、新たな連続講座「防災工学」を環境都市工

学科主導で企画・実施することとしている。 
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・出前授業に関しては、学生募集対策だけではなく、青少年への科学教育推進の一環として実施するた

めに、協働研究センター事業として取り組んでおり、近隣の小学校や科学館などの教員や学芸員から

意見を求めたり、従来の中学生向け出前授業に小学生向けの内容も追加するなどの改善を行っている。 

 これらのことから、サービス享受者数やその満足度等から判断して、活動の成果が上がっており、また、

改善のためのシステムがあり、機能していると判断する。 

 

以上の内容を総合し、「目的の達成状況が良好である。」と判断する。 
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ⅰ 現況及び特徴（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名  呉工業高等専門学校 

（２）所在地  広島県呉市阿賀南２丁目２番１１号 

（３）学科等の構成 

学 科：機械工学科，電気情報工学科， 

環境都市工学科，建築学科 

専攻科：機械電気工学専攻，建設工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成25年５月１日現在） 

学生数：学 科 846人 

    専攻科 46人 

専任教員数：65人 

助 手 数： 0人 

 

２ 特徴 

 呉工業高等専門学校（以下「本校」と称す）は，旧海

軍の軍港が置かれ，東洋一の技術力を有した海軍工廠を

出発点とする工業都市にある高等専門学校として，昭和

39年４月に機械工学科，電気工学科及び建築学科の３学

科で発足した。昭和44年度に土木工学科を増設したが，

平成８年度に環境都市工学科に改組した。また平成10年

度に，２年制の専攻科（機械電気工学専攻及び建設工学

専攻）を設置した。さらに平成14年度には，電気工学科

を電気情報工学科に改組した。  

 平成17年度に，環境都市工学科が，国際的な同等性を

有する工学教育プログラムであるとして日本技術者教育

認定機構(JABEE)より認定を受けた。機械工学科及び建

築学科は平成18年度に，電気情報工学科は平成21年度に

それぞれ認定を受けている。現在本校には４つの技術者

教育プログラム，すなわち「機械工学プログラム」,

「電気情報工学プログラム」,「環境都市工学プログラ

ム」及び「建築学プログラム」が認定されている。 

 本校は，設立当初から，我が国の産業界の発展を支え

る実践的な技術者を育成し，地域社会にも貢献すること

を使命としてきた。この間，本校の教育，研究，地域貢

献等の方向性を明確に示し，養成すべき人材像を明らか

にするため，平成 15 年度に教育理念及び養成すべき人

材像を定めた。平成 24 年度には，変化の激しい時代を

迎え，今後を見据えて，５年間又は７年間の一貫教育，

実験・実習を重視した教育活動により，理論と技能を結

びつける技術者を育成することを明確にした教育理念を

新たに掲げた。また，現行の４つのJABEEプログラムを

統一することを目指し，全学で共通の学習・教育目標を

新たに定めた。 

 ものづくりの中核技術者を育成するため，各種コンテ

ストへの参加を推奨している。ロボットコンテストやデ

ザインコンペティションでは着実に入賞を続けているが，

なかでも３次元ディジタル設計造形コンテストでは，平

成 24 年度に初出場ながら総合優勝を果たし，新たな教

育への可能性を示した。また，卒業研究では毎年地元企

業等からテーマを募集し，採択された４～５テーマに取

り組み，教育効果を上げるとともに，地域へ成果を還元

している。 

 キャリア教育にも力を入れており，５年間を見据えた

SAPAR 及びキャリア開発セミナーが機能している。また，

平成 24 年度からは初年次導入教育として学科を横断し

た「技術者入門」を開講し，成果を上げつつある。 

地域社会への貢献にも積極的に取り組んでいる。呉市

の産業振興と本校の教育，研究の充実発展を図るため，

平成 16 年度に呉市と本校は連携協力協定を結んだ。平

成 24 年度には，呉市教育委員会と教育連携に関する協

定を締結し，児童生徒の教育支援及び教職員の資質向上

に寄与している。また，近隣学校との教育連携を推進す

るため，阿賀地域教育連携協議会（アガデミア）を組織

し，さまざまな教育サービスを行っている。さらに，地

域企業との連携による医療機器開発及び本校発ベンチャ

ー企業の立ち上げを行っている。また，呉市や近隣の大

学・高専と連携を図り、地域学「呉・芸南学」を開講し

ている。そこでは地域の風土、気候、歴史、文化、産業

など、多角的観点から地域を学び、地域の持続的発展を

考察する能力を養っている。 

 このような教育や支援体制，及び開校当初からの卒業

生への高い評価により，就職率・進学率は，ほぼ 100％

である。その多くは産業界の各分野で活躍するほか，企

業経営者や大学・高専の教員など，幅広い分野に優れた

人材を送り出している。 

 国際交流に関しては国際交流室を設け，ハワイ大学マ

ウイコミュニティカレッジ（アメリカ合衆国）及び大連

大学（中華人民共和国）の２校と国際学術交流に関する

協定を締結し，積極的な交流を行う体制が整ってきた。

また，外国人留学生に対して里親会が結成され，留学生

に対する大きな支えとなっている。 
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ⅱ 目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

１． 目 的 

 本校の目的は，準学士課程及び専攻科課程とも，次のとおり学則に定められている。 

・準学士課程 

学則第１条 呉工業高等専門学校は，教育基本法及び学校教育法に基づき深く専門の学芸を教授し，職業に

必要な能力を育成することを目的とする。 

・専攻科課程 

学則第35条  専攻科は，高等専門学校の教育をもとに，精深な程度において工業に関する高度の知識及び

技術を教授し，その研究を指導し，創造性豊かな実践力のある開発型技術者を養成し，もっ

て広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 

 

２．教育理念 

 本校の目的や立地条件，及び社会のニーズ等を踏まえ，平成 24 年度に次の教育理念を新たに掲げた。 

○ 開発研究とものづくりの現場を結ぶ人材であれ 

－ものづくり現場を理解し企画開発力を持った「中核技術者」の育成－ 

本校は，東洋一の技術集積のあった「呉」にある高等専門学校として，15 歳からの５年間又は７年間の一

貫教育，実験・実習を重視した教育活動により，理論と技能を結びつける技術者を育成することを目指す。 

 

○ 地域から世界へ，人類の幸福に貢献する人材であれ 

－豊かな人間性と確かな技術力を持ち，人類の福祉と平和，国際社会の持続的発展に貢献する人材の育成－ 

本校は，かつての軍港｢呉」にある高等専門学校として，人類の福祉と平和，国際社会の持続的発展へ貢献

できる人材を育成することを重視し，変化を恐れない「柔軟性」と「創造性」，確かな「技術力」と「実

行力」を持つ人材を育成することを目指す。 

 

３．教育目標 

 本校の目的及び教育理念のもとに，準学士課程と専攻科課程でそれぞれ次の教育目標を定めている。 

・準学士課程 

(HA)豊かな教養と国際性の習得 

(HB)工学に関連する基礎知識の習得 

(HC)専門技術に関する知識の習得 

(HD)社会のニーズを捉え，問題に対応できる基礎能力の習得 

 

・専攻科課程 

(SA)豊かな教養と倫理観により，国際的に行動できる能力の習得 

(SB)工学に関連する応用能力の習得 

(SC)専門技術に関する応用能力の習得 

(SD)社会のニーズを捉え，問題を解決する能力の習得 

 

４．養成しようとする技術者像 

 本校の教育理念と併せ，平成24年度に新たに掲げた。 
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○ものづくり現場を理解し企画開発力を持った「中核技術者」の育成 

○豊かな人間性と確かな技術力を持ち，人類の福祉と平和，国際社会の持続的発展に貢献する人材の育成 

 

５．各学科及び各専攻の目的 

 本校の目的，理念，養成しようとする技術者像を踏まえ，準学士課程における各学科及び専攻科課程における

各専攻において，目指すべき目的を次のように定めている。 

○ 準学士課程 

・機械工学科 

人々に役立つものづくりを通して，社会の発展に貢献できる機械技術を有する人材の育成 

・電気情報工学科 

絶え間なく進化する科学技術に対応できる電気情報技術を有する人材の育成 

・環境都市工学科 

豊かで快適な生活のために，環境や社会基盤を整備する技術を有する人材の育成 

・建築学科 

建築物の建設を通して，より良い生活空間を創造する技術を有する人材の育成 

 

○専攻科課程 

・機械電気工学専攻 

機械システム・電気情報システムの設計や開発ができる技術者の育成 

 技術者倫理，応用数理解析，特別実験及び特別研究を必修とし，さらに専門性を高めるため，機械工学

系と電気工学系に対応した選択科目を開設することにより，メカトロニクス，ロボティックスを統合・

融合化した高度に情報化された機電一体設備の設計やそのシステムを開発できる研究開発型技術者の育

成を目指す。 

・建設工学専攻 

社会基盤や建築物に関する高度な機能と快適性を実現する技術者の育成 

  技術者倫理，応用数理解析，特別実験及び特別研究を必修とし，さらに専門性を高めるため，環境都市

工学系と建築学系に対応した選択科目を開設することにより，耐震構造や高齢者住宅などの技術を含む

都市や住空間に対するより高度な機能と快適さの実現，さらに環境問題を解決できる研究開発型技術者

の育成を目指す。 
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ⅲ 選択的評価事項に係る目的（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

本校は実践的な技術者を育成する高等教育機関として，「教育内容を技術の進歩や社会の要請に即応させるた

めの研究を行い，研究の成果を教育に還元すること」，「地域社会と連携して企業等との共同研究を行い，社会

貢献を図る」を研究活動の目的としている。 

これは，高等専門学校設置基準第２条第２項「前項の場合において，高等専門学校は，その教育内容を学術の

進展に即応させるため，必要な研究が行なわれるように努めるものとする」，独立行政法人国立高等専門学校機

構法第３条「職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに，我が国

の高等教育の水準の向上と均衡ある発展を図ること」及び独立行政法人国立高等専門学校機構業務方法書第５条

１項「機構以外の者からの委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他機構以外の者との連携による

教育研究活動を行うこと」に合致するものである。 

これらの目的を達成するため，協働研究センター長（副校長（総務企画）兼務）を配置し，国立高等専門学校

機構中期計画に，本校独自の内容を加えて中期計画及び年度計画が定められ，実行されている。具体的な研究活

動の目的及び方針は以下のように本校の第２期中期計画に定められている。 

１． 副校長（総務企画）のもとで，科学研究費補助金獲得の支援を行うとともに，研究力強化に資する競

争的資金公募事業へ計画的に応募する。 

２． 教員・学生に対する知的財産教育を推進する。 

３． 研究成果を社会に積極的に発信する。 

 

選択的評価事項Ｂ「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

地域社会貢献，地域密着を進めるため，本校の教育・研究の成果を地域社会に還元することを推進し，常に地

域に根ざした高等教育機関であることを目指している。具体的には，以下のような教育サービスの推進を目的に

している。 

１． 他教育機関等と連携して高専教育及び理工系分野の魅力を社会に発信する。 

２． 公開講座，研究関連講演会及び他団体企画の本校教員担当公開講座等を計画的に推進する。 

３． 「アガデミア」等を活用し，地域理科教育連携事業等を行う。 

４． 地域課題解決に資する活動を行う。 
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ⅳ 自己評価の概要（対象高等専門学校から提出された自己評価書から転載） 

 

選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

教員の論文や著書及び学会発表等の件数は，教員１人当たりほぼ毎年３件程度あり，研究活動に努めている。

企業等との共同研究・受託研究については，地域社会と密着した研究活動が継続的に行われている。科学研究

費補助金及び寄付金の受入状況に関しては，件数，金額とも，全国高専の中ではほぼ平均的な状況であり，共

同研究，受託研究，外部資金の獲得の努力がされている。 

地域社会との研究連携体制として，協働研究センターが設置されており，広島大学や呉市，呉教委等と包括

的な連携協力協定を締結し，地域共同研究，産学連携を推進する体制が整備されている。また，本校技術職員

を組織化した技術センターがあり，研究活動に対する支援が行われている。 

副校長（総務企画）を中心に自己点検等管理委員会において，教員の研究活動の成果を教育に還元するシス

テムも含めて研究活動全般に対して検討され，実際に改善されてきている。 

 

選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

正規課程の学生以外に対する教育サービスとしては，公開講座，出前授業などを実施している。 

協働研究センターを設置し，地域との連携活動の中でさまざまな教育サービスを行っている。さらに，本校

施設の一部を外部へ開放している。 

  公開講座等は，各学科等において計画的に企画・立案・実施している。また，企画係では，呉市教育員会と

の教育連携を通して「パソコン実技講習会」や「呉市の小中学校のホームページ更新のための支援依頼」に学

生を派遣している。このような学生のボランティア活動を通じての社会人素養の養成も目的としている。 

また，公開講座等を改善していくシステムとして，平成 21 年度より協働センター委員会を中心に改善策を協

議している。出前授業については，平成 24 年度は，全体で４件実施しており，授業内容も講義型でなく体験型

のものが多く，好評である。 

平成 24 年度に行った公開講座等の受講者の満足度アンケート調査結果は，95％を超える高い満足度であり，

講座内容が良かったと評価できる。 
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ⅴ 自己評価書等 

 

 対象高等専門学校から提出された自己評価書本文については、機構ウェブサイト（評価事業）に掲載しており

ますのでご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

機構ウェブサイト  http://www.niad.ac.jp/ 

 

  自己評価書     http://www.niad.ac.jp/sub_hyouka/ninsyou/hyoukahou201403/ 

kousen/ no6_1_3_jiko_kure_k_s201403.pdf 
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